
船舶事故等調査報告書 

平成２１年１０月２９日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９長第９４号 

事故等種類 座洲 

発生日時 平成２１年６月１１日 １８時１０分ごろ 

発生場所 熊本県八代港 八代港第１号灯浮標及び同第２号灯浮標の間付近 

（概位 北緯３２°３１.３′ 東経１３０°３２.４′） 

事故等調査の経過  平成２１年７月２２日、本インシデントの調査を担当する主管調査官（長

崎事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 第一トクヤマ、４,３８１トン 

 １３４７８１、株式会社トクヤマロジスティクス 

 乗組員等に関する情報 船長、三級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 なし 

 事故等の経過  本船は、船長ほか９人が乗り組み、セメント約６,０００トンを積載し、

ほぼ満載状態において、船首約６.１１ｍ、船尾約７.１９ｍの喫水で、八

代港第１号灯浮標及び同第２号灯浮標間付近の、水路中央より右側を最微

速力の約５.８ノットで航行中、平成２１年６月１１日１８時１０分ごろ、

船底が海底に接触して、船体が左右に約３度傾斜して舵効が少し悪くなっ

たが、衝撃はなく、数秒で元に戻り、そのまま着桟した。 

 本船は、その後も支障なく航行を続け、入渠の際に調査した結果、損傷

は認められなかった。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 西南西、風力 １ 

海象：潮汐 ほぼ低潮時 

分析 乗組員等の関与 あり 

船体・機関等の関与 なし 

気象・海象の関与 あり 

判明した事項の解析  八代港の内港地区に至る水路は、水深が約７～８

ｍである。 

 当時、潮汐はほぼ低潮時であった。 

 本船は、ほぼ満載の状態で、水路の水深に余裕が

なかったが、高潮時を待たずに水路を航行した可能

性があると考えられる。 

原因  本インシデントは、八代港において、本船がほぼ満載状態で、水深に余

裕のない水路を航行する際、高潮時を待たずに入航したため、海底に乗り

揚げたことにより発生した可能性があると考えられる。 

 




